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1回 (昭 2年卒)～
23回 (昭24年卒 )
卒業生2,835名

1回 (明43年卒)～
39回 (昭24年卒)
卒業生3,327名

A

貧佛

▲

“

L
口ヽP

』:R

双 鶴 同 窓 会 報

発  行 〒6240841
京都府舞鶴市字引± 145

京都府立西舞鶴高等学校

双 鶴 同 窓 会
8(0773)75-3131

編集責任者 中 西   毅

印  刷 オ ガ ワ 印 刷

■■

▲平成31年 4月 全日制入学式

▲令和3年 12月 彩雲祭 く文化祭〉 (通信制)
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▲令和3年 10月 理科校外学習 (通信制)▲ 令和3年 12月 提言コンテスト表彰式
(全日制)

く

令
和
２
年
１２
月

全
日
制
研
修
旅
行

双鶴同窓会のホームページをぜひご覧下さい。 (URL http:〃www.souhku.com/)

1回 (昭23年卒)～
74回 (令4年卒 )

卒業生31,017名
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▲令和2年 9月 全日制文化祭
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卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
卒
業
お
め
で
　
度
、
支
部
に
在
住
す
る
同
窓
生
が
集
　
雰
囲
気
の
中
で
恩
師
を
囲
み
、

¨
　
し

0

‐。　
と
う
ご
ざ
い
ま
す
．
同
窓
会
を
代
表

支
部
総
会
と
懇
親
会
が
開
催
さ
　
数
で

話

な

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
卒
業
と
　
　
ま
た
、
五
年
ご
と
に
同
窓
会
名
簿
　
ど
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
同
総
会
が

て
誕
生

し
ま

し

お
き
ま
す
。

か
ら
生
ま
れ
た
若

年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
舞
鶴
高
等
　
ま
す
。

苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
が
、
そ
こ
は
同

女
学
校

（舞
女

明̈
治
四
十
年

こ
の
他
、
全
日
制
で
は
先
輩
方
か
　

じ
学
び
舎
で
学
ん
だ
者
だ
け
が
共
有

開

校
）

舞
鶴
中
学
校

（舞
中
一大
正
　
ら
長
く
引
き
継
が
れ
て
い
る

「高
校
　
で
き
る
独
特
の
空
気
感
と
心
地
よ
さ

十
一
年
開
校
）
と
新
た
に
開
校
し
た
　
卒
業
三
十
周
年
記
念
同
窓
会
」
カ

が
あ
り
、
同
窓
生
の
絆
は
陛
代
を
超

制
、
通
信
制
の
同
窓
会
が
統
合
さ
れ
　
れ
て
い
ま
す
．
残
念
な
が
ら
、
昨
　
　
こ
う
し
た
同
窓
会
の
伝
統
行
事
を

た
ｃ
こ
の
と
き
、

舞
女

・
舞
中
の
番

（つ
が
い
）
の
鶴

鶴
が
西
舞
鶴
高
等

（昭
和
四
十
一
年
西
高
十
八
回
卒
）

母
校
に
本
部
を
置
き
、
会
員
相
互
　
高
校
生
に
戻
っ
て
、
時
間
の
過
ぎ
る
　
ぐ
担

た

ｃ
築
い
て
こ
ら
れ
た
輝
か
し
い
歴
史
と
　
ら
ふ
る
さ
と
舞
鶴
に
集
い
、
三
卜
年
　
た
ら
、
同

結
成
以
来
七
十
二
年
、
歴
代
の
会

い
ま
す
が
、
高
校
時
代
を
共
に
過
ご
　
　
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、
こ
の
よ
う

一

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
　
ぶ
り
に
再
会
す
る
記
念
同
総
会
が
開
　
て
く
だ
さ

そ
し
て
、
こ
の
素
晴

い
ま
す
。

会
さ
れ
、
会
場
で
は
出
席
者

同
が
　

ら
し
い
同
窓
生
の
絆
を
次
代
に
つ
な

0

の
教
養
を
高
め
、
親
睦
を
図
り
、
母
　
の
を
忘
れ
、
懐
か
し
い
高
校
時
代
を
　
願
っ
て
い
ま
す
。

校
の
発
展
を
支
援
す
る
目
的
を
持
っ
　
語
り
合
い
、
卒
業
以
来
途
絶
え
て
い
　
　
結
び
に
、
卒
業
生
の

事

・
評
議
員
が
集
い
、
地
元
舞
鶴
で
　

っ
て
い
ま
す
。

本
部
総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

通
信
制
で
は
一
年
に

一
度

「通
信

ま
た
、
東
京

・
京
都

・
阪
神
の
〓

制
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
世
代
を
超

支
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
＾
年
に
一
　

え
た
先
輩
後
輩
が
集
い
、
和
や
か
な
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て
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
れ
て
い
ま
す
。

卜
作
成
で
苦
労
し
た
思
い
出

同
時
に
双
鶴
同
窓
会
に
人
会
し
て
い
　
を
改
訂
発
刊
し
、
毎
年
六
月
に
は
本
　
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
　
部
総
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
同
総
会
　
　
先
に
紹
介
し
ま
し
た
本
部
総
会
を

機
会
に
、
双
鶴
同
窓
会
の
歴
史
と
伝
　
報
を
発
刊
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
、
東
京
、
京
都
、

統
行
事
に
つ
い
て
少
し
紹
介
を
し
て
　
　
さ
ら
に
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
総
会
、
通
信
制
の
会
に
は

幅
広
い

阪
神
支
部

を
開
設
し
、
同
窓
生
の
様
々
な
活
動

世
代
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
す
。
会

本
校
の
同
窓
会
は
、
昭
和
二
十
三
　
状
況
や
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
い

場
の
雰
囲
気
に
慣
れ
る
ま
で
多
少
堅

◆

西
舞
鶴
高
等
学
校
の
全
日
制
、
定
時
　
例
年
新
春

一
月
二
日
に
地
元
で
開
さ
　
え
て
一
気
に
広
が
り
ま
す
。

同
窓
会
の
歴
史
と
伝
統
行
事

双
鶴
同
窓
会
会
長
　
出
四

　

誰
膝
一　
　
な
制
一
　

喜
葎

学
校
と
い
う
こ
と

史

と

伝
統
に
よ
っ

で
、
双
鶴
同
窓
会
と
命
名
さ
れ
ま
し
　
年
、
今
年
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
　
て
築
か
れ
た
双
鶴
同
窓
会
の
何
物
に

症
拡
大
の
影
響
を
受
け
延
期
さ
れ
て
　
も
代
え
が
た
い
財
産
で
あ
り
ま
す
。

長
様
を
は
じ
め
同
窓
の
諸
先
輩
方
が
　
し
た
同
学
年
の
仲
間
が
全
国
各
地
か
　
な
同
窓
会
行
事
の
案
内
が
届
き
ま
し
0

て
活
動
す
る
と
会
則
で
定
め
ら
れ
、
　

た
同
学
年
の
絆
が
三
十
年
の
時
を
経
　
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
中
し

一

毎
年
六
月
に
は
、
地
元
在
住
の
理
　
て
新
た
な
絆
と
す
る
伝
統
行
事
と
な
　
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
．

頑
張
っ
た
学
校
行
事
や
レ
ポ
ー

と

お

し

て
感

じ

る
、
同
学
年
の
仲

●

間
同
十
の
絆
、
ま

●

た
、
世
代
を
超
え

た
先
輩
後
輩
の
堅

0

い
絆
は
、
長
い
歴

窓
生
と
し
て
是
非
参
加
し

い
手
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
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▲平成31年 4月 全日制理数探究科
土曜講座 ▲令和3年 11月 調理実習 (通信制)

導

平成31年 4月 全日制遠足
(校内レクリェーション)

令和元年8月 全日制理数探究科
サイエンスキャンプ

齢
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▲令和2年 10月  全日制球技大会▲令和3年 10月 体育祭 (通信制)
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(3)(第 46号》 双 鶴 同 窓 会 会 報 令和4年 3月 1日 発行

◆私たちがお世話します。
◆住所や名前が変わったときは連絡して下さい。

第74期生 (R4年 3月卒)評議員
1糸 ll

2糸[1

3組

4糸H

5糸Π

6組

通信制

●先輩の例によりますと、全日制では、卒業20周年・

30周年を迎える頃より同期会が盛んになり記念の集
いや記念誌の発刊が行われています。それまでは

クラス単位の集いが行われています。

●通信制の会では、2年に1度同窓会が行われています。
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齊

▲令和 3年 7月  全日制遠足 (福井県永平寺 )

▲令和2年 12月 全日制理数探究科
北部サイエンスフェスタ

令和3年 9月  総合的な探究の時間B
.通信制 |

【東京支部】
支 部 長 増 本 治 夫 (昭34高 )
事 l'',局長 }軍  田 謙 二 (昭 48高 )
「事務局」〒216-0035 神奈川県川崎市宮前区馬絹4丁目

18番14-201号 藤和宮崎台コープ(澤円)
TEL 080-1025-3695(携帯)
メールアドレス iulw-22Clagoon.ocn.ne.lD

【京都支部】        ・・ ・'   '`
支 部 長 齋 藤 敏 |り |(昭 36高 )
||卜

務li j長 原 「‖ 易 典 (昭48高 )
1事務|う」〒520-0246

滋賀県大津市仰本の里3-15-6(原田)
TEL 090-7879-2441(携帯)

【阪神支部】  
メールアドレスharadakbp@gma■ com

支部 長 谷 村 久兒雄 (昭 42高 )
|」1務局長 坂 根 章  1(昭 48高 )
「」「務局|〒 586-0021

大阪府1可内長野市原町4-8-1-712(11て 根)
TEL 0721-56-7124(白 )

メールアドレス Oytticch―sOdOcOmo.neip

【通信制課程役員】
0通信制の会会長 岩 田   言蔓 (平 9通 )本部・理事
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(L召 41高 )

(日″511「j)

(昭 56高 )

(昭 56高 )

(昭 58高 )

(昭 48高 )

(1昭 51i商 )

(1昭 561fI)

(1昭 491曹i)

(昭 55高 )

(昭 62高 )

(平 28高 )

(昭 50高 )

(H召41高 )

(昭 43高 )

校    長
全|1制副校長

通信制副校長

事 務 長
(昭 32高 )第 8代 会長

:ホ ームページ担当

林   |〔学之 (昭 59高 )

奥 野 照 美 (昭 55高 )

阪  昌 代 (昭 61高 )
臼 井 俊 博 (平 19高 )穂
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Ｈ
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口
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金

奥
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▲令和3年 6月 生徒総会 (通信制)

卒業30周年には楽しい記念の
集いを持ちましょう !
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令和4年 3月 lH発行 双 鶴 同 窓 会 会 報 《第46号》(4)

〇
昭
和
２３
年
ｌｏ
月

学
制
改
革
に
て

京
都
府
立
西
舞
鶴
高
等
学
校
開
校

同

双
鶴
同
窓
会
発
足

〇
昭
和
２３
年
１０
月

京
都
支
部
結
成
（以
後
隔
年
総
会
）

○
昭
和
２５
年
８
月

東
京
支
部
結
成
（以
後
隔
年
総
会
）

○
昭
和
５ｏ
年
６
月

阪
神
支
部
結
成
（以
後
隔
年
総
会
）

○
昭
和
５２
年
３
月

双
鶴
同
窓
会
報
第
１
詈
発
行
さ
れ
る

〇
昭
和
５３
年
‐１
月
　
舞
女
創
立
７ｏ
周
年

西
高
創
立
３ｏ
周
年
記
念
行
事

〇
昭
和
５７
年
５
月
　
舞
中
創
立
６ｏ
周
年

大
江
選
手
像
・舞
中
碑
建
立

〇
昭
和
５８
年
１１
月
　
文
化
講
演
会

（第
１
回
）が
開
催
さ
れ
る

（文
化
講
演
会
は
以
後
毎
年
開
催
）

○
昭
和
５９
年
７
月

『郷
土
を
考
え
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』
開
催

〇
昭
和
６ｏ
年
５
月
　
新
就
職
者
の
激

励
会
始
ま
る

○
昭
和
６１
年
　
舞
女
８ｏ
年
史
完
成

○
昭
和
６２
年
　
舞
女
校
歌
碑
建
立

同
窓
会
所
有
地
を
京
都
府
に
寄
付

○
昭
和
６３
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
６
回
）発
刊
　
舞
女
校
歌
碑
を
城

北
中
よ
り
移
転
　
双
鶴
会
館
竣
工

通
信
制
同
窓
会
発
足

○
平
成
元
年
９
月

定
時
制
の
会
発
足

東
西
同
窓
会
合
同
事
業
（１１
月
）

○
平
成
５
年
　
創
立
８５
周
年
記
念

誌
発
刊

○
平
成
７
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
７
回
）
発
刊

○
平
成
１２
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
８
回
）
発
刊

○
平
成
１７
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
９
回
）
発
刊

○
平
成
１９
年
　
高
校
校
歌
碑
建
立

百
周
年
記
念
誌
「致
思
」
発
刊

○
平
成
２２
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
１０
回
）
発
刊

○
平
成
２３
年
　
双
鶴
同
窓
会
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
開
設

○
平
成
２７
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
＝
回
）
発
刊

○
令
和
２
年
　
同
窓
会
会
員
名
簿

（第
１２
回
）
発
刊

コ
ロ
ナ
禍
で
芯
配
さ
れ
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ツ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
す

が
、
多
＜
の
感
動
を
生
み
出
し
、
熱
戦

の
幕
を
開
じ
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の

話
題
を
三
点
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

Ｂ
Ｍ
×
（フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
）
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

サ
ー
フ
ィ
ン
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
３
×
３
等

が
新
種
目
と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
」
（大
が
か
り
な
施
設
を
必
要

と
し
な
い
都
市
型
《＝
ア
ー
バ
ン
》
ス

ポ
ー
ツ
）
と
言
い
、
「楽
し
ぬ
」
と
い
う

ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
を
再
認
識
さ
せ
て

＜
れ
ま
し
た
。

Ｏ

ス
ケ
ボ
ー
で
、
最
年
少
メ
ダ
リ
ス

ト
と
な
っ
た
１３
歳
の
西
矢
椛
さ
ん
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
こ
う
言
い
い
ま
し

た
。「ラ
イ
バ
ル
な
ん
て
い
な
い
、
み
ん

な
友
達
！
」

ま
た
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
の
１
つ

に
「参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」

と
い
う
フ
レ
ー
父
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
選
手
だ
け
で
は
な
＜
、
大

会
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
た
ち
に

通
じ
ま
す
。

●
　
開
会
式
で
、
国
名
や
地
域
名
の
書

か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
選
手

団
を
先
導
す
る
「プ
ラ
カ
ー
ド
ベ
ア
ラ

ー
」を
努
め
た
茂
木
孝
子
さ
ん
も
そ
の

一
人
で
し
た
。

茂
本
さ
ん
は
、
２１
歳
の
時
に
交
通
事

故
で
右
足
を
失
い
、現
在
は
義
足
で
生

活
を
し
て
い
ま
す
。

開
会
式
で
は
あ
え
て
義
足
が
み
え

る
シ
ョ
ー
ト
バ
ン
ツ
を
選
び
、プ
ラ
カ

ー
ド
ベ
ア
ラ
ー
を
務
め
、
世
界
中
に
生

中
継
さ
れ
ま
し
た
。

「私
の
義
足
に
は
、息
子
が
デ
ザ
イ

ン
し
て
＜
れ
た
桜
の
花
が
描
か
れ
て

い
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
世
界
の
人
に
見

て
も
ら
う
の
が
私
の
夢
で
し
た
。夢
が

か
な
っ
て
、本
当
に
う
れ
し
い
。」

●
　
日取
後
に
、次
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。

男
子

〓
〇
メ
ー
ト
ル
障
害
の
準
決
勝

の
直
前
、ジ
ャ
マ
イ
カ
の
パ
ー
チ
メ
ン

ト
選
手
は
バ
ス
を
乗
り
間
違
え
、
出

場
も
か
な
わ
な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、大
会
関
係
ス
タ
ツ
フ
の
女

性
（河
島
テ
ィ
ヤ
ナ
さ
ん
）
か
ら
タ
ク

シ
ー
代
（自
腹
で
一
万
円
）を
手
渡
さ

れ
、出
場
で
き
ま
し
た
。

後
日
、
河
島
さ
ん
を
探
し
、
一
万

円
と
ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
を
渡
し
、感
謝
を

伝
え
た
バ
ー
チ
メ
ン
ト
選
手
。

「見
せ
た
い
も
の
が
あ
る
。
」
と
、
言

て
バ
ッ
グ
か
ら
取
り
出
し
た
の
は
、な

ん
と
「金
メ
ダ
ル
」
で
し
た
。そ
れ
に
対

し
て
河
島
さ
ん
は
、
「私
の
一
万
円
は

仕
事
を
す
れ
ば
ま
た
手
に
入
り
ま
す
。

彼
の
人
生
と
私
の
一
万
円
は
重
み
が

違
う
の
で
、た
め
ら
い
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。」

も
ち
ろ
ん
、手
に
乗
せ
ら
れ
た
金
メ

ダ
ル
を
、
河
島
さ
ん
は
噛
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
再
度
言
い
ま
す
。
「多
＜
の
感
動
あ

り
が
と
う
！
」

さ
て
双
鶴
同
総
会
で
は
定
期
的
に

同
総
会
名
簿
を
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
、
「令
和
三
年
度
版
」が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
是
非
、

購
入
さ
れ
る
こ
と
を
あ
ず
す
め
い
た

し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は

事
務
局
（学
校
）
ま
で
申
し
出
て
＜
だ

さ
い
（有
料
）

げ
声
ｒ

主
「
′

●

伝

統

的

行

事

の
紹

介

毎
年
卒
業
後
三
十
周
年
の
記
念
式
典
、
祝

賀
会
、
記
念
誌
等
の
発
行
、
そ
し
て
母
校
へ
の

記
念
品
の
贈
呈
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
行
事
を

通
じ
て
横
の
連
携
を
深
め
、
卒
業
後
も
母
校

の
た
め
に
力
強
＜
暖
か
い
援
助
を
い
た
だ
い

て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
・阪
神
・京
都
の
三
支
部
が
あ

り

二
年
に

一
度
の
支
部
総
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
親
元
を
離
れ
て
生
活

す
る
諸
君
に
と
っ
て
は
心
強
い
と
田
い
い
ま
す
。

各
支
部
事
務
局
と
連
絡
を
密
に
し
て
同
窓

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
＜
だ
さ
い
。

●

連

絡

と

お

願

い

同
窓
会
会
員
の
住
所
な
ど
の
デ
ー
タ
は
専

門
の
業
者
に
よ
っ
て
厳
正
に
管
理
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
正
確
な
デ
ー
タ
を
残
し
て
い
＜
た

め
、
住
所
変
更
等
は
必
ず
本
部
事
務
局
（学

校
）
に
連
絡
し
て
＜
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
窓
会
と
は
ま
っ
た
＜
関
係
の
な

い
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
勧
誘
が
あ
る

よ
う
で
す
が
連
絡
先
が
同
窓
会
本
部

（学

校
）
以
外
の
も
の
は
無
視
し
て
＜
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
同
窓
会
名

簿
を
お
持
ち
に
な

っ
た
場
合
は
、
個
人
情
報

を
含
み
ま
す
の
で
、
そ
の
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
＜
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
あ
願
い
し
ま

す
。

京都府 立西舞鶴 高等学校
双 鶴 同 窓 会 会 則

第 1条 本会は双鶴同窓会という。
第 2条 本会は本部を西舞鶴高等学校|こあ<。

会員多数在住の地|こは支部を設けることが

できる。

第 3条 本会は会員の教養を高め、相互の親睦を図
ると共|こ母校の発展を援助することを目的

とする。

第 4条 本会は次の会員あよび客員を以て組織する。
1.会 員  に)舞鶴高等女学校、舞鶴第―高等

女学校卒業生

(□)舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒
業生

(ハ)西舞鶴高等学校卒業生
(二 )以上の学校|こ在学したもので入
会を希望する者

2.客 員  1項 |こ該当する学校の旧職員および現
職員

第 5条 本会の目標達成のため委員会をおくことが
できる。委員長には副会長の1人を充てる。

第 6条 委員会および支部の会則は別に之を定め
る。

第 7条 本会IZ次の役員をお<。
1.会 長 会員の中より総会で選出する。
2副会長 理事の中より若干名を選出する。
3理事長・副理事長 理事の中より各 1名

会長が委嘱する。

4.庶務理事・会計理事 学校より推薦され

た若干名および評議員より若干

ろを会長が委嘱する。

51里  事 評議員の中より適当数会長が委
嘱する。

6.評議員 各学年|こおいて互選|こより適当
数を選出する。

7.監 査 評議員の中から2名選出する。
第 8条 役員の任務は次の通りとする。

1.会長は本会を代表し会務を総理する。
2副会長は会長を補佐し、会長事故あると
きはこれ|こ代わる。

3理事長は会務全般を処理する。副理事長
は理事長を補佐し理事長事故あるときは

これ|こ代わる。
4.庶務理事は庶務を処理し、会計理事は会

計を処理する。
5.理事は理事会|こおいて総会附議事項を審

議する。

6.評議員は総会で総会附議事項を審議する。
7.監査は会計を監査する。

第 9条 役員の任期は2ケ年とする。
第10条 本会に顧問若干る、参与若干名を置<こと

ができる。

顧問|こ西舞鶴高等学校長その他適当な学校

関係者を会長が委嘱する。

参与に元会長を会長が委嘱する。

第11条 本会の経費は会費およびその他収入をもつ
てこれ|こ充てる。

第12条 本会の入会|こ際して会費4,000円を納める。
第13条 本会は第3条の目的を達成するため次の事

業を行う。

1.会員名簿および会報の発行

2.会員の慶弔および慰間

3.その他必要な事業

第14条 本会は毎年1回総会を開<。総会は理事、
監査、評議員で構成する。

第15条 会員は転居等の変動を遅滞な<本部に報告
するものとする。

第16条 本会会貝」の変更は総会の決議による。
付貝」 ①改定 :第 14条末尾の「部会は毎年1回これ

を開く」を削除する (平成21年 6月 13日 )

②改定 :第 5条、第 6条、第 7条、第 8条、
第14条、第 15条を改定する。

(平成24年 6月 9日 )

③改定 :第 7条 4項を改定する。

(平成28年 6月 11日 )

こ

ん

な

活

動

を

し

て

い

ま

す

。

沿
革
と
活
動

（抜
枠
）

本
部
一
事
務
局
だ
よ
り
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母
校
を
巣
立

っ
て
二
十
六
年
．
大

学
四
年
間
と
社
会
人

一
年
＝
こ
そ
、

故
郷
を
離
れ
て
過
ご
し
た
も
の
の

ず

っ
と
舞
鶴
の
地
で
育
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
誌
に
原
稿
を
記
す
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り

に
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
輝
く

未
来
を
信
じ
て
い
き
い
き
と
過
ご
す

同
級
生
の
様
子
が
色
あ
せ
る
こ
と
な

く
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
ｃ
西

高
体
操
、
真
壁
峠
を
越
え
て
の
持
久

走
大
会
、
ス
キ
ー
合
宿
に
、
福
井
県

で
の
夏
季
講
習
合
宿
。
あ
の
頃
の
思

い
出
が
蘇
り
、
懐
か
し
い
思
い
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
中
学
校
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

と
出
会
い
、
そ
の
楽
し
さ
、
魅
力
に

あ
っ
と
い
う
間
に
引
き
込
ま
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
来
る
日
も

来
る
日
も
恩
師
の
も
と
で
練
習
に
明

け
暮
れ
ま
し
た
。
毎
日
の
練
習
や
た

ま
に
出
か
け
る
遠
征
は
、
そ
れ
は
楽

し
い
も
の
で
し
た
。
み
る
み
る
上
達

し
て
い
く
自
分
に
自
信
が
あ
り
、
大

会
で
そ
れ
な
り
の
結
果
も
残
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
卒
業

前
に
は
事
前
練
習
会
に
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
時
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は

大
所
帯
で
し
た
の
で
、
顔
馴
染
み
の

先
輩
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
ｃ
し

か
し
、
練
習
が
始
ま
る
と
そ
の
和
や

か
な
雰
囲
気
も

一
変
。
そ
の
真
剣
な

様
子
や

一
球

＾
球
の
迫
力
に
圧
倒
さ

れ
、
中
学
校
と
の
違
い
を
実
感
し
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

私
は
、
迷
う
こ
と
な
く
、
憧
れ
の
気

持
ち
を
抱
き
、
西
舞
鶴
高
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
の
間
を
た
た
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
け
る
と
信
じ
込

ん
だ
ま
ま

・
・
。

し
か
し
、
現
実
は
そ
ん
な
に
は
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
、
き
れ
い
な
球
筋
で
打
ち

返
し
て
い
れ
ば
通
用
し
て
い
た
ゲ
ー

ム
形
式
で
も
、
相
手
と
の
駆
け
引
き

や
ペ
ア
と
の
作
戦
が
機
能
し
な
け
れ

ば
全
く
歯
が
立
た
な
か

っ
た
の
で

す
。
乱
打
は
上
手
い
が
、
試
合
で
は

勝
て
な
い
。
そ
ん
な
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
伸
び
悩
ん
で
い
る
白
覚
も
あ

り
、
周
り
が
上
達
し
て
い
く
様
ｒ
に

焦
り
も
あ
り
、　
一
球
入
魂
と
い
っ
た

練
習
で
は
な
く
周
り
ば
か
り
気
に
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
．
順
調
に

成
績
を
残
し
て
い
く
同
級
生
や
ど
ん

ど
ん
迫
い
越
し
て
い
く
後
輩
た
ち
。

つ
い
に
団
体
戦
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も

外
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
強
く
な
り
た
い
気
持
ち

と
は
裏
腹
に
、
具
体
的
な
＝
標
や
練

習
に
対
す
る
目
的
意
識
も
持
て
な
い

私
に
と
っ
て
当
然
の
結
果
だ

っ
た
と

今
更
な
が
ら
に
後
悔
の
念
も
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
私
に
、
原
稿
の
ご
依

頼
を
い
た
だ
き
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
数
年
分
の
本
誌
を
拝
読
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
の
熱
い

青
春
時
代
の
思
い
出
や
教
訓
．
後
輩

た
ち
の
若
さ
浴
れ
る
溌
測
と
し
た
文

章
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
し
た
こ
中
で

も
、
第
四
卜
九
号
に
寄
せ
ら
れ
た
我

が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
後
輩
の
原
稿

が
四
十
代
半
ば
を
迎
え
よ
う
と
す
る

私
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
練
習
環
境

の
中
で
、
現
実
を
見

つ
め
、
さ
ら
に
は
そ
の
逆
境
を
バ
ネ

に
し
て
全
国
大
会
出
場
を
掴
み
取
っ

た
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
同
時
期
の

自
分
を
重
ね
、
頭
が
下
が
る
と
当
時

に
、
今
後
へ
の
元
気
を
い
た
だ
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
「
で
き
な
い
こ

と
」
「与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
」
を

言
い
訳
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

現
状
に
お
い
て
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
夢
を
実
現
さ
せ
た
１
人
の
後
輩

の
姿
か
ら
多
く
を
学
び
、
人
い
に
刺

激
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

結
局
、
三
年
――ｌｌ
大
き
な
成
績
を
残

す
こ
と
な
く
引
退
を
迎
え
た
私
で
す

が
、
唯

一
、
誇
れ
る
と
し
た
ら
、
こ

の
二
年
間
で
生
涯
の
友
と
呼
べ
る
友

人
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
１
年
生
か
ら
ペ
ア
を
組

ん
だ
そ
の
友
人
と
は
、
気
に
食
わ
な

い
プ
レ
ー
が
あ
る
と
い
つ
も
言
い
争

い
を
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
は
渋
々

ス
タ
ー
ト
し
た
ペ
ア
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
お
互
い
に
言
い
た
い
こ
と
を

言
い
合
い
、
ケ
ン
カ
と
仲
直
り
を
繰

り
返
す
中
で
友
情
を
育
ん
で
い
っ
た

と
思
い
ま
す
こ
ま
さ
に
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
が
繋
い
で
く
れ
た
縁
で
あ
り
、

ド
手
な
り
に
部
活
動
に
夢
中
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
ご
褒
美
だ
と

思

っ
て
い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
し
た

私
は
、
大
学
で
も
四
年
間
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
続
け
、
縁
あ
っ
て
ま
た
そ
の

友
と
ペ
ア
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
ｃ
学
生
リ
ー
グ
で
の
昇
格
を
目
指

し
て
奮
闘
し
た
あ
の
四
年
間
も
か
け

が
え
の
な
い
財
産
で
す
ｃ

現
在
、
私
は
、
ふ
る
さ
と
舞
鶴
で

小
学
校
に
勤
務
し
、
教
壇
に
立

つ
て

い
ま
す
．
こ
れ
ま
で
担
任
し
て
き
た

ｒ
ど
も
た
ち
の
多
く
も
西
舞
鶴
高
校

に
お
山
話
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
夢

に
向
か
っ
て
励
み
、
活
躍
し
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
ｃ
多
く
の
諸
先
輩
方
、
素
晴
ら
し

い
後
輩
の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
よ
っ
て

繋
が
れ
て
き
た
母
校
の
輝
か
し
い
伝

統
に
伴
か
で
も
名
前
を
刻
む
こ
と
が

で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
ｃ

今
後
も
校
長
先
生
を
初
め
と
す
る
諸

先
生
方
の
ご
指
導
に
よ
り
、
我
が
母

校
が
輝
か
し
い
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
か
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。
教
育
に
携
わ
る

一
人
と
し
て
、

微
力
な
が
ら
そ
の

一
翼
を
担
え
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
ｃ

Y

」

"り

活1易i″r

つなιlτイカ霧

高 寺 祥 史
(平成7年度卒 )

京都府立

西舞鶴高等学校

部活動特別後援会
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¨
放
課
後

の
西
高

部
活
動
特
別
後
援
会
会
員
の
竹
様
に

は
、
日
頃
か
ら
西
舞
鶴
高
校
部
活
動
を

御
支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ

に
突
入
し
て
早
二
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
変
異
を
続
け
る
ウ
イ
ル
ス
に

今
な
お
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
昨
年
度
中

止
と
な
っ
た
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

感
染
対
策
を
と
っ
て
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
場

が
徐
々
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
大
会
実
績
を
振
り
返
る

と
、
水
泳
部
が
全
国
大
会
出
場
、
陸
上

競
技
と
卓
球
が
近
畿
大
会
出
場
を
果
た

し
た
の
を
は
じ
め
、
府
大
会
で
Ｌ
位
人

賞
す
る
部
活
も
あ
り
ま
し
た
ｃ
地
道
な

努
力
と
本
番
で
の
頑
張
り
に
大
き
な
拍

手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ

ま
た
、
文
化
系
部
活
動
も
大
会
参
加

に
加
え
、
地
域
に
出
て
の
活
動
も
再
開

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
ｃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
が
中
心
と
な

っ
て
西
舞
鶴
駅
束
国

ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
１ｌｊ
生
に
取
り
組
む

様
Ｆ
な
ど
は
新
間
に
も
取
り
Ｌ
げ
ら

れ
、
「若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域
創

生
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
う
れ

し
い
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
活
躍

し
た
生
徒
た
ち
が
紹
介
さ
れ
る
式
典
時

の
伝
達
表
彰
も
、
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
し
よ
う
ｃ

「勉
強
も
部
活
も
全
部
」
を
合
言
葉

に
九
割
を
超
え
る
西
高
生
た
ち
が
部
活

動
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
放
課
後
の

西
高
を
歩
く
と
、
校
内
ど
こ
に
い
て
も

聞
こ
え
る
ト
ラ
ン
ペ
ツ
ト
や
ド
ラ
ム
の

音
色
。
そ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
響
く

ボ
ー
ル
の
弾
む
，
日
や
勢
い
あ
る
か
け

声
。
打
つ
人
、
蹴
る
人
、
走
る
人
、
若
々

し
い
ス
ピ
ー
ド
感
や
力
強
さ
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ

っ
て
き
ま
す
ｃ
ま
た
、
創

作
活
動
に
没
頭
す
る
姿
や
仲
間
た
ち
と

一
緒
に
作

っ
た
り
研
究
し
た
り
す
る
場

面
に
も
出
会
い
ま
す
ｃ
練
習
を
終
え
た

生
徒
た
ち
が
ク
ラ
ブ
ボ
ッ
ク
ス
前
に
集

い
、
部
活
や
学
年
の
壁
を
越
え
て
語
ら

い
友
情
を
育
む
光
景
を
遠
く
か
ら
見
な

が
ら
、
豊
か
な
人
間
性
の
基
盤
づ
く
り

の
場
と
し
て
部
活
動
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
Ｅ

大
江
選
手
像
に
刻
ま
れ
た

一努
力
と

友
情
」
の
西
高
魂
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
、

他
者
を
尊
重
し
協
調
す
る
精
神
や
公
正

さ
と
規
律
を
尊
ぶ
態
度
、
挑
戦
し
続
け

る
た
く
ま
し
い
克
己
心
へ
と
西
高
生
を

導
い
て
く
れ
て
い
ま
す
ｃ
そ
ん
な
、
西

高
の
歴
史
と
伝
統
が
育
ん
で
き
た
質
の

高
い
文
武
両
道
の
校
風
が
、
在
校
生
の

み
な
ら
ず
広
く
地
域
や
同
窓
生
と
も
共

有
さ
れ
、
多
く
の
人
々
の
勇
気
や
希
望

に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く

部
活
動
特
別
後
援
会
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
本
校

部
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
〇
二
〇
年
夏
に
開
催
予
定
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で

一
年
延
期
さ
れ
、
昨
年

（，
．
１
年
）

夏
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ
直
前
ま
で
大

会
開
催
は
国
論
を
三
分
し
数
々
の
問
題

も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
競
技

が
無
観
客
と
徹
底
的
な
感
染
防
止
策
が

と
ら
れ
開
催
に
至
り
ま
し
た
。
私
達
は
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
の
素
晴
ら
し
い
式

典
、
競
技
に
挑
む
選
手
の
姿
や
白
熱
し

た
試
合
を
観
戦

・
応
援
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
開
塞
感
が
漂
う
社
会
に
明
る

さ
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
ｃ

＾
方
で
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
多
数

の
ス
タ
ッ
フ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
努
力

と
苦
労
が
あ
り
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

費
や
さ
れ
た
こ
と
で
し
よ
う
三́
装
方
で

あ
る
彼
ら
に
は
、
「感
染
の
防

―ｌｌ
」
「選

手
の
活
躍
」
「大
会
の
成
功
」
な
ど
強

い
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
想
像
し

ま
す
ｃ
さ
て
、
高
校
に
お
い
て
も

一
昨
年

は
、
全
国
総
体
を
は
じ
め
各
種
大
会

が
中
止
や
無
期
延
期
と
な
り
ま
し
た
ｃ

一Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
」
が
叫
ば
れ
る
な

か
、
今
年
度
は
種
＝
に
沿
っ
た
感
染
防

止

「ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
し
た
が
い
大

会
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

私
は
、
剣
道
部
の
顧
間
で
あ
り
高
体

連
剣
道
専
門
部
の
役
員
を
務
め
て
い
る

関
係
か
ら
、
昨
年
Ｌ
月
に
島
津
ア
リ
ー

ナ

（京
都
府
立
体
育
館
）
で
開
催
さ
れ

た
近
畿
高
校
剣
道
大
会
の
運
営
に
携
わ

り
ま
し
た
ｃ
前
年
度
の
近
畿
大
会
は
中

止
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
開
催

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
の
な

か
、
大
会
で
は

一感
染
者
を
出
さ
ず
」

に

「選
手
の
活
躍
の
場
」
を
与
え
京

都
で
の

「近
畿
大
会
を
成
功
」
さ
せ
る

強
い
思
い
で
、
府
内
の
教
員
と
共
に
幾

度
も
の
会
議
を
重
ね
準
備
を
進
め
ま
し

た
ｃ
無
観
客
、
試
合
方
法
の
変
更
、
試

合
時
間
の
短
縮
な
ど
過
去
の
大
会
と
は

全
く
異
な
っ
た
形
態
と
徹
底
し
た
感
染

防
止
対
策
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
二
日

,,

校

長

松

~T~

P

茂

Fヨ
フコ

思
っ
て
お
り
ま
す
ｃ

西
高
の
伝
統
を
支
え
る
部
活
動
を
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
て
改
善
し
て
い

く
た
め
に
も
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
な
お

一
層
の
温
か
い
御
支

援
と
御
声
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

間
の
日
程
が
無
事
に
終
わ
り
、
そ
の
後

も
感
染
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
に
関
係

者

一
同
、
安
堵
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
ｃ
部
活
動
に
お
い
て
は
、
各
種
大
会

。

競
技
会

。
演
奏
会
な
ど
勝
敗
や
結
果
は

も
と
よ
り
選
手
・部
員
の
活
躍

（活
動
）

の
場
が
担
保
さ
れ
、
日
標
を
目
指
し
て

取
り
組
む
過
程
は
と
て
も
重
要
で
す
ｃ

こ
の
過
程
の
な
か
で
技
術
の
向
ｌｌ
だ
け

で
な
く
、
達
成
感

・
充
実
感
な
ど
得
る

も
の
学
ぶ
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
ｃ
ま

た
、
支
え
て
く
れ
た
周
囲
へ
の
感
謝
の

念
も
知
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
．

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
部
活
動
は
、
停

止
や
時
間
制
限
、
対
外
試
合
禁
止
な
ど

の
―――
置
が
執
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
生
徒

に
と
っ
て
は
幾
度
も
辛
い
期
間
が
あ

り
、
先
行
き
不
透
明
の
な
か
で
現
実
を

直
視
し
理
解
し
た
う
え
で
、
今
出
来
る

こ
と
を
自
ら
探
り
工
夫
を
重
ね
な
が
ら

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．
こ
の
原

稿
を
記
し
て
い
る
最
中
も
、
感
染
者
が

急
増
し
第
六
波
突
入
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
は
や
く
こ
の
状
況
が
収
束

。
改
善

し
、
生
徒
た
ち
が
力
い
っ
ば
い
諸
活
動

に
取
り
組
め
る
時
が
来
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。
た
だ
私
た
ち
教
員
は
、

―‐∫
能
な
限
り
生
徒

。
選
手
に
活
躍

（活

動
）
の
場
を
提
供
し
、
力
を
伸
ば
す
支

援
を
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
ｃ

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
後
と
も
本
校
部
活
動
に
対
し
て
温
か

い
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
．

コ
ロ
ナ
禍

の
部
活
動

生
徒
指
導
部
長

榎

　

原

■
■
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部
活
動
特
別
後
援
会
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら

本
校
通
信
制
の
教
育
活
動
に
御
岬

解
と
御
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
「陸
上
競
技
部
」

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
」
が
近
畿
大

会
等
に
出
場
し
、
優
秀
な
成
果
を

収
め
る
と
と
も
に
、
一京
都
府
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活

体
験
発
表
大
会
」
に
お
い
て
、
代

表
生
徒
が
久
々
に

「優
秀
賞

＾
席

（第
２
位

・
京
都
市
教
育
長
賞
）」

を
獲
得
す
る
等
、
通
信
制
生
徒
の

活
躍
が
光
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
ｃ

さ
て
、
東
洋
学
の
大
家
で
あ
る

安
岡
正
篤
師
に
、　
一六
中
観
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
人
の
生
き
方
を
修
練
す
る
た

め
の
指
針
と
し
て
師
が
作
り
Ｌ
げ

た
も
の
で
、
師
自
身
も
日
々
の
成

め
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
ｃ

ヽ

鮮

`ハ

武
」や
l卜:

驀第56回全国高等学校定時制通信制体育大会 陸上競技大会 (全国大会)
0開催日 :8月 21日 (土)～24日 (火 )。 会場 :駒沢オリンピック公園総合運動場

・ 出 場 走幅跳び 矢野 寧士、高梨 刀麻

争第57回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会バドミントン競技の部

両丹予選会

・ 開催日 :9月 5日 (日 )・ 会場 :東舞鶴高校浮島分校

・ 結 果 女子団体「優勝」坪倉 菜穂、女子個人「第2位」坪倉 菜穂

警第57回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会陸上競技の部
京都府予選会

・ 開催日 :9月 19日 (日 )・ 会場 :丹波自然運動公園陸上競技場
。結 果 :走幅跳び「優勝」矢野 寧士

警第57回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会バ ドミントン競技の部
京都府予選会
。開催日 :9月 20日 (月 。祝)0会場 :東舞鶴高校浮島分校
・ 結 果 :女子団体「第2位」坪倉 菜穂

0第57回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会陸上競技の部 (近畿大会
・ 開催日 :10月 31日 (日)0会場 :紀三井寺公園陸上競技場 (和歌山)
・ 結 果 :走幅跳び「第2位」矢野 寧士

◇第16回京都府高等学校定時制通信制生徒生活体験発表大会

・ 開催日 :9月 9日 (木)0会場 :京都府総合教育センター
・ 結 果 :優秀賞―席 (第2位 。京都市教育長賞)高梨 刀麻

ぽ
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/

部
活
動
に
限
ら
ず
、
生
徒
の
皆

●
「苦
中
楽
あ
り
」
　
　
　
　
　
●
「意
中
人
あ
り
」

さ
ん
に
と
っ
て
学
校
生
活
全
般
の
　
　
　
ど
ん
な
苦
し
み
の
中
に
も
楽
　
　
　
尊
敬
す
る
人
、
相
許
す
人
を

羅
針
盤
に
な
る
も
の
と
考
え
、
こ
　
　
は
見
つ
け
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
持
つ
。

こ
に
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

●
「
死
中
活
あ
り
」
　
　
　
　
　
●
「腹
中
書
あ
り
」

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
駄
目
だ
と
い
う
状
況
の
　
　
　
頭
の
知
識
で
は
な
く
人
間
の

●
「忙
中
閑
（か
ん
）
あ
り
」
　
　
　
　
中
に
も
必
ず
活
路
は
あ
る
。
　
　
　
土
台
を
つ
く
る
書
物
を
腹
に
持

ど
ん
な
に
忙
し
い
中
で
も
閑

●
「壺
中
天
あ
り
」
　
　
　
　
　
　
つ
。

は
つ
く
れ
る
し
、
ま
た
そ
う
い
　
　
　
ど
ん
な
境
涯
の
中
で
も
自
分
　
　
　
【参
考
¨
「致
知
」
二
〇
二
一年

う
余
裕
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
　
　
独
自
の
別
天
地
を
持
つ
ｏ　
　
　
　
　
　
十
二
月
号

（致
知
出
版
社
）】

な
い
。
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部

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
陸

上

競

技

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
サ

ツ

カ

ー

・
卓
　
　
　
球

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・
剣
　
　
　
道

・
柔
　
　
　
道

・
水
　
　
　
泳

●
テ

　
ニ
　
ス

兼
田
真
由
美

柏
野
　
大
樹

澤
井
恵
莉
子

戸
井
田
　
明

松
田
　
浩
典

岩
佐
幸
葵
子

田
中
　
翔
太

東
出
　
達
也

村
上
　
　
一旦

中
川
健
太
郎

川
上
　
顕
広

永
井
　
国
浩

廣
瀬
　
正
人

吉
田
　
直
矢

橋
本
　
　
雅

仲
井
　
千
恵

三
宅
　
隆
典

川
端
　
茂
大

田
口
　
晃
貴

和
田
　
直
美

奥
藤
　
晋
平

●
パ

ソ

コ

ン

・
書
　
　
　
道

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ｏ
美
　
　
　
　
術

●
写
　
　
　
真

・
口

碁

・
将

棋

・
放
　
　
　
送

・
茶
　
　
　
道

・
演
　
　
　
劇

ｏ
Ｗ
　
Ｅ
　
Ｓ

●
自

然

科

学

・
探
　
　
　
究

永
山
　
隆
司

林

　

洋

一

渡
邊
　
美
咲

松
尾
　
佳
奈

榎
原
　
和
彦

川
端
　
茂
大

岩
佐
幸
葵
子

小
谷
　
理
奈

松
田
　
浩
典

高
橋
　
昌
輝

和
田
　
直
美

松
尾
　
佳
奈

］獄
　
　
　
動
¨

田
口
　
晃
貴

小
栗
美
由
起

永
井
　
正
樹

棟
方
　
　
良

土
師
　
千
穂

仲
井
　
千
恵

井
上
　
沙
織

平
野
　
　
弘

永
井
　
正
樹

小
栗
美
由
起

永
井
　
国
浩

川
上
　
顕
広

本
藤
　
聡
仁

棟
方
　
　
良

中
井
　
拓
也

野
坂
　
尚
司

東
出
　
達
也

全
　
教
　
員

・
野

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

本
田

奏

「
]

橋

●       ●

料    吹

理 昌 隆 健 俊 俊
奈 輝 貴 太 博 行

小
谷

三 堀 橋 大 土 吉 永 榎 中
浦 江 本 塚 師 田 山 原 井

良 嘉  朋 千 ― 隆 和 巧
樹 明 雅 代 穂 真 司 彦 也

理    楽
堀 小 林 松 三 河
江 谷  浦 浦 合

嘉 理 洋 花 良 美
明 奈 ― 音 樹 咲

球

細 臼 新
見 井 谷

令
和
三
年
度
部
活
動
顧
問
紹
介

大 申 鶴

金 井 克 彦

通信制副校長

【令和3年度 通信制活動報告】
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学
業
と
水
泳
の
両
立

一
年

永

江

来

聖

僕
は
水
泳
を
小
学
校
１
年
生
の
頃
か
ら

本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
毎

日
、
学
校
か
ら
帰
宅
す
る
と
ご
飯
を
食
べ

練
習
に
行
く
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
ま

し
た
ｃ
し
か
し
、
中
学
１
年
生
で
進
路
選

択
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
家
族
と

は
何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
が
、
近
隣
の

公
立
高
校
で
あ
る
西
舞
鶴
高
校
に
進
学
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
ｃ
ど
こ
で
頑
張
る
か

よ
り
も
ど
う
頑
張
れ
る
か
だ
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

そ
し
て
高
校
生
と
な
り
、
新
た
な
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
中
学
１
年
生
の

と
き
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
受
験

勉
強
で
思
う
よ
う
に
泳
げ
ず
、
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
っ
た
た
め
昨
年
の
十
月
ま
で
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
当
時
競
っ
て
い
た
選
手
た
ち

は
今

一
歩
ｌ
歩
先
に
い
ま
す
Э
今
は
そ
の

選
手
た
ち
に
少
し
で
も
追
い
つ
け
る
よ
う

に
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
僕
も
も
う
高
校
生
で
す
。
勉

強
と
水
泳
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
西
舞
鶴

高
校
に
来
た
の
で
、
学
業
に
も
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
僕
の
通
う
ク
ラ

ブ
で
は
、
テ
ス
ト
期
間
で
あ
っ
て
も
練
習

を
休
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由

は
、
テ
ス
ト
の
日
が
決
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
す
ｃ
練
習
の
時
――ｌｌ
を
削
っ
て
勉
強
す
る

の
で
は
な
く
、
練
習
以
外
の
時
間
で
ど
う

や
っ
て
勉
強
す
る
の
か
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
．
な
の
で
、
テ
ス
ト
か
ら
時
間
を
逆

算
し
て
計
画
を
」〕
て
る
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
）
〈
′
年
は
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
水

泳
も
勉
強
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
で
の
日
標
は
再
来
年
度
に
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に

出
場
す
る
こ
と
で
す
。
あ
と
、
年
間
、
高

い
意
識
を
も
っ
て
水
泳
も
勉
強
も
両
ウ
さ

せ
ま
す
ｃ

仲

間

の
支

え

一
年

山

崎

　

渚

僕
が
水
泳
を
始
め
た
の
は
小
学

一
年
生

の
時
で
す
。
小
学
生
と
中
学
生
の
時
は
あ

ま
り
結
果
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、　
一

緒
に
練
習
し
て
い
る
仲
間
と
、
全
国
に

行
く
と
い
う
共
通
の
日
標
を
ゥ
て
ま
し

た
。
始
め
は
遠
い
日
標
で
し
た
が
み
ん
な

が
Ｈ
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
明
磋
琢
磨

し
な
が
ら
練
習
を
積
み
重
ね
、
結
果
も

少
し
ず
つ
残
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
苦
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
が
、
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
の
姿
に
励

ま
さ
れ
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
年
、
僕
は
初
め
て
近
畿
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

一
歩

Ｈ
標
に
近
づ
け
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
た
め
に

は
、
近
畿
大
会
で
標
準
記
録
を
突
破
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ
の
タ
イ
ム
か

ら
は
ま
だ
ほ
ど
遠
く
、
さ
ら
に
努
力
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
近
畿
大
会
に
は
、

全
国
で
表
彰
台
に
登
る
よ
う
な
選
手
も
出

場
し
て
お
リ
レ
ベ
ル
の
差
を
痛
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
が
最
後
の
年
だ
っ
た
先

輩
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
い
け
ず
、
悔
し
涙

を
流
し
て
い
ま
し
た
。
中
学
生
の
時
か
ら

一
緒
に
練
習
を
し
て
き
て
、
先
輩
の
支
え

の
お
か
げ
で
僕
も
こ
こ
ま
で
頑
張
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
そ
の
涙
を
見
て
、

恩
返
し
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
行
き
た

い
と
さ
ら
に
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。水
泳
は
個
人
競
技
で
す
が
、　
一
緒
に
練

召
し
て
い
る
仲
間
や
、
応
援
し
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
先
生
や
家
族
の
存
在
の
大

切
さ
を
僕
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
感
じ
て
き

ま
し
た
ｃ
ど
ん
な
に
き
つ
い
練
習
で
も
仲

間
が
い
る
か
ら
頑
張
れ
る
し
、
多
く
の
方

の
支
え
が
あ
っ
て
今
ま
で
水
泳
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
．
今
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
大
会
は
す
べ
て
無
観
客
で
応
援
も

で
き
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
そ

の
支
え
は
力
に
な
り
、
自
信
に
繋
が
り
ま

す
。
だ
か
ら
そ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
努
力
し
、

さ
ら
に
多
く
の
人
に
応
援
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

を
目
指
し
て

二
年

森

兼

晴

陽

昨
年
の
九
月
に
行

な
わ
れ
た
新
人
戦

で
、
私
は
初
め
て
近

畿
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
す
ご
く
緊
張
し

ま
し
た
が
、
新
人
戦

の
時
よ
り
も
速
い
タ

イ
ム
で
泳
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

私
は
中
学
生

の

間
、
長
く
ス
ラ
ン
フ
に
陥

っ
て
し
ま
い
、

三
年
近
く
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
が
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
中
学
最
後
の
大
会
で
も
、
決
勝
に

は
残
っ
た
も
の
の
、
近
畿
大
会
へ
出
場
す

る
た
め
の
条
件
で
あ
る
四
位
以
内
に
入
れ

ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
高
校
生

に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
水
泳
を
辞
め
よ

う
か
と
考
え
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
に
声
を
掛
け
て
く
れ
た

の
が
ス
イ
ミ
ン
グ
の
仲
間
で
し
た
。
「辞

め
な
い
で
ほ
し
い
．
ま
た

一
緒
に
頑
張
ろ

う
ご

と
言
つ
て
く
れ
た
時
、　
ご
の
人
達

と
な
ら
、
ま
た
頑
張
れ
る
か
も
し
れ
な

い
ｃ
‐
と
感
じ
ま
し
た
ｃ
今
思
え
ば
、
あ

の
時
に
覚
悟
が
決
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　
一
年
生
の
時
は
思
う
よ
う
な
成
績

が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
ず

つ
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
全
て
、
仲
間
や
家
族
の
お
か

げ
で
す
。
し
ん
ど
い
練
習
を

一
緒
に
乗
り

越
え
て
き
た
仲
間
。
大
会
の
度
に
早
起
き

し
て
会
場
ま
で
送
っ
て
く
れ
る
両
親
。
私

を
周
り
で
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
に
は
感

謝
し
て
も
し
き
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、

私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
達
に
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
先
輩
が
い

て
、
信
頼
で
き
る
仲
間
が
い
て
、
近
く
に

練
習
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
私
は
す
ご
く

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

全
て
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
今
年
は

も
っ
と
良
い
成
績
が
残
せ
る
よ
う
に
練
習

に
励
み
ま
す
。
記
録
だ
け
で
な
く
記
憶
に

も
残
る
よ
う
な
選
手
に
な
る
た
め
に
、
水

泳
を
通
し
て
人
と
し
て
成
長
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

周
り
の
人
に
感
謝

三
年
　
山

崎

穂
乃
花

私
は
小
学
三
年
生
の
時
に
水
泳
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
泳
げ
る
よ
う
に
な

り
た
い
、
友
達
と
同
じ
習
い
事
が
し
た
い

く
ら
い
の
気
持
ち
で
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
水
泳
に
夢
中
に
な
り
、
水
泳
が
好
き

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
水
泳
を
始
め
て
か
ら
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
級
テ
ス
ト
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
選
手
コ
ー
ス
に
入
っ
て

か
ら
も
順
調
に
記
録
が
伸
び
、
中
学

一

年
牛
で
初
め
て
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

い―

一
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と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら

の
水
泳
人
生
は
自
分
が
思
い
描
い
て
い
た

も
の
と
は
大
き
く
異
な
り
、
苦
し
い
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
。
全
国
大
会
に
出
場
で

き
る
喜
び
と
共
に
、
常
に
全
国
大
会
に
行

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
試
合
で
は
負
け

て
は
い
け
な
い
、
そ
ん
な
プ
レ
ツ
シ
ャ
ー

が
自
分
に
は
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
三

年
生
の
時
、
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
、
全
国
大

会
に
出
場
で
き
な
く
な
っ
た
時
、
ま
た
新

た
な
苦
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
時

は
苦
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
け
ど
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
た
こ
と
で
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
ス
ラ
ン
プ
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
時

で
も
陰
で
支
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
こ

と
、
ず
っ
と
応
援
し
て
く
れ
る
先
生
、
仲

間
が
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
本

当
に
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ｃ

同
時
に
、
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
る

か
ら
こ
そ
水
泳
が
で
き
て
い
る
こ
と
、
自

分
が
成
長
で
き
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
高
校
に
入
学
し
て
再
び
全
国
大
会

に
出
場
し
て
か
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
で
試
合
が

な
く
な
り
苦
し
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
ｃ
そ
ん
な
状
況
で
も
頑
張
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
仲
間
が
い
た
か
ら
で
し
た
。
残

念
な
が
ら
ラ
ス
ト
レ
ー
ス
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
で

一
緒
に
練
習
を
し
て
き
た
仲
間
と
出

場
す
る
こ
と
も
、
会
場
で
家
族
に
見
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
精

一
杯
や
り
き
っ
た
こ
と
に
悔
い
は
な
い
で

す
ｃ苦
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど

水
泳
を
こ
こ
ま
で
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
恩
返
し
を
し
て

い
き
た
い
で
す
ｃ

同

志
三
年

坂
本

奈
々
美

″
近
畿
大
会
″

こ
の
日
標
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
。
私
が

一
、
二
年
の
頃
、
ベ
ン
チ
か
ら
見
た
先
輩

や
同
級
生
が
近
畿
大
会
で
プ
レ
ー
す
る
姿

が
か
っ
こ
よ
く
、
そ
し
て
何
よ
り
近
畿
の

雰
囲
気
は
特
別
だ
っ
た
。
「自
分
も
こ
の

場
所
で
プ
レ
ー
し
た
い
」
と
い
う
憧
れ
と
、

先
輩
方
や
同
級
生
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
あ

の
風
景
を
今
度
は
後
輩
た
ち
に
味
わ
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

最
後
の
近
畿
大
会
を
か
け
た
京
都
府
予

選
ま
で
あ
と
二
ヶ
月
と
な
っ
た
昨
年
四

月
、
顧
間
の
先
生
が
休
暇
に
入
ら
れ
た
。

私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
の
二
ヶ
月
間
、
近
畿
出
場
が
決

ま
る
ま
で
は
緊
張
と
不
安
と
の
戦
い
だ
っ

た
。こ
の
変
化
の
な
か
で
、
特
に
同
級
生
の

松
田
さ
ん
と
は
話
し
込
む
事
が
多
く
な
っ

た
。
ブ
レ
ー
や
チ
ー
ム
の
こ
と
、
線
習
計

画
か
ら
相
手
チ
ー
ム
の
分
析
ま
で
、
と
て

も
多
く
の
時
間
、
卓
球
の
こ
と
を
話
し
た
．

両
丹
予
選
、
府
予
選
と
も
に
簡
単
な
試

合
は
な
か
っ
た
が
、
あ
る
試
合
で
チ
ー
ム

全
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
る
試
合
が
あ

っ
た
ｃ
苦
し
い

展
開
に
な
っ
た
と
き
、　
一
番
大
切
な
の
は

チ
ー
ム
と
し
て
の
ま
と
ま
り
な
の
だ
と
そ

の
時
改
め
て
感
じ
た
ｃ

近
畿
大
会
を
日
指
し
取
り
組
む
な
か

で
、
同
じ
目
標
を
持
ち
、
同
じ
方
向
を
向

い
て

一
緒
に
戦
う
仲
間
が
い
て
く
れ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
難
し
い
試
合
の

な
か
で
も
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
み
ん

な
に
、
勝
っ
て
恩
返
し
が
し
た
い
と
い
う

思
い
が

一
番
の
力
に
な
っ
た
ｃ

そ
し
て
、
近
畿
大
会
を
目
指
し
て
真
剣

に
部
活
に
取
り
組
ん
だ
あ
の
時
――――
は
大
変

な
こ
と
も
多
か
っ
た
け
ど
、
そ
れ
以
上
に

楽
し
か
っ
た
し
、　
一
生
忘
れ
な
い
か
け
が

え
の
な
い
時
間
と
な
っ
た
ｃ
こ
う
や
っ
て

思
い
っ
き
り
部
活
に
打
ち
込
め
た
の
も
部

員
、
顧
間
の
先
生
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
だ
Ｇ
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
Ｇ

来
年
に
向
け
て

二
年

岸

田

真

弦

今
年
、
私
は
近
畿
大
会
に
出
場
し
、
ベ

ス
ト
８
に
入
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
、
今
年
二
回
近
畿
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

去
年
私
は
高
校
で
初
め
て
近
畿
に
出
場

し
て
、
す
ご
く
緊
張
し
た
し
、
思
っ
て
い

た
よ
う
に
結
果
も
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

全
然
歯
が
た
た
な
か
っ
た
し
、
す
ご
く
悔

し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
年
で
リ

ベ
ン
ジ
を
し
よ
う
と
毎
日
た
く
さ
ん
練
習

し
て
自
分
の
跳
ん
で
い
る
姿
な
ど
動
画
を

見
直
し
た
り
し
て
研
究
を
し
た
り
し
ま
し

た
。一
回
目
の
近
畿
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
し

た
。
去
年
出
場
し
た
の
は
ユ
ー
ス
で
学
年

別
で
戦
う
け
れ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
全

学
年
で
戦
う
の
で
三
年
生
に
す
ご
く
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
不
安
だ
っ
た
け
ど

と
に
か
く
思
い
っ
き
り
や
ろ
う
と
思
っ
て

跳
び
ま
し
た
。
す
る
と
結
構
リ
ラ
ッ
ク
ス

を
し
な
が
ら
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ｃ

し
か
し
、
記
録
は
良
か
っ
た
け
ど
ベ
ス
ト

８
に
は
入
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

悔
し
さ
が
残
り
ま
し
た
ｃ

二
回
目
の
近
畿
は
去
年
も
出
場
し
た

ユ
ー
ス
で
し
た
。
開
催
県
が
京
都
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
慣
れ
て
い
る
場
所
だ

っ
た

の
で
あ
ま
り
緊
張
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
ｃ

逆
に

「絶
対
に
ベ
ス
ト
８
に
入
る
。」
と

い
う
気
持
ち
が
す
ご
く
大
き
く
な
り
ま
し

た
ｃ
予
選
の
２
本
目
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
、
ベ
ス
ト
８
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ｃ
ま
た
、
決
勝
で
も

さ
ら
に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
の
目
標
で
あ
っ
た
ベ

ス
ト
８
に
人
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
自
己

ベ
ス
ト
も
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
て
今
年

一
嬉
し
い
瞬
間
で
し
た
。
去
年
本
当
に
悔

し
か
っ
た
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
良
く
な

い
結
果
だ
っ
た
の
で
、
や
っ
と
日
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
て
す
ご
く
嬉
し
か
つ

た
で
す
。

高
校
で
部
活
を
す
る
時
間
も
ど
ん
ど
ん

少
な
く
な
っ
て
き
て
来
年
に
は
も
う
す
ぐ

に
引
退
し
て
、
進
路
実
現
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
だ
か
ら
残
り
少
な
い
時
間
悔
い

の
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
来
年
の

目
標
は
全
国

に
出
る
こ
と

な
の
で
そ
れ

に
向
け
て

一

生
懸
命
頑
張

っ
て
い
き
た

い
で
す
。

X
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部
活
動
で
学
ん
だ
こ
と

三
年
　
佐
古
田
　
遊

僕
は
、
部
活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
学

ん
だ
こ
と
や
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
日
は
、
向
上
心
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
で
す
ｃ
僕
は
、
怪
我
が
多
く
練
習
で

走
れ
な
い
期
間
が
長
く
、
部
活
動
に
行
き

た
く
な
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ｃ

そ
ん
な
中
、
部
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
少
し
で
も
速
く
走
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
試
合
で
勝
ち
た
い
と
い
う
向
上

心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
ｃ
ま
た
、
試
合
で
は
、
自
分
よ
り
速
い

人
の
レ
ー
ス
の
仕
方
を
見
て
、
試
行
錯
誤

し
た
結
果
、
自
分
の
走
り
が
ど
ん
ど
ん
よ

く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
向
上
心
を
も
つ
こ

と
は
何
か
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

‐
つ
日
は
、
日
標
を
た
て
る
こ
と
の
大

切
さ
で
す
。
僕
は
、　
一
年
生
の
時
に
、
「京

都
で
三
位
以
内
に
入
っ
て
近
畿
大
会
に
出

場
す
る
」
と
い
う
目
標
を
た
て
て
い
ま
し

た
ｃ
こ
の
目
標
を
思
い
出
し
た
と
き
に
、

達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
、
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
練
習
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
ｃ

三
つ
日
は
、
仲
間
の
大
切
さ
で
す
。
仲

――――
が
い
な
か
っ
た
ら
楽
し
く
部
活
動
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
し
、
選

手
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
互
い
に
高
め
あ
う
こ
と

が
で
き
た
か
ら
こ
そ
最
後
の
大
会
で
自
分

の
満
足
の
い
く
走
り
が
で
き
ま
し
た
．
ま

た
、
学
校
生
活
で
も
、
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ

ン
を
と
っ
た
り
、
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
し
て
よ
り
濃
密
な
高
校
生
活
を
す
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ｃ

僕
は
、
部
活
動
で
こ
の
三
つ
以
外
に
も
、

最
後
ま
で
や
り
と
げ
る
こ
と
の
お
も
し
ろ

さ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
ｃ
こ
れ
ら
の
学
ん
だ
こ
と
や
気
づ
い
た

こ
と
を
無
駄

■
璽

に
す
る
の
で

は
な
く
、
常

に
頭
の
片
隅

に
お

い
て
、

今
後
の
生
活

に
生
か
し
て

い
き
た
い
で

す
。演

劇
部
で
学
ん
だ
も
の

一
年

小

笹

彩

音

入
部
し
て
約

一
ヶ
月
で
初
め
て
台
本
を

渡
さ
れ
た
時
の
喜
び
と
緊
張
で
包
ま
れ
た

空
気
は
今
で
も
思
い
出
せ
る
。
役
者
二
人

中
、
基
礎
も
な
っ
て
い
な
い
一
年
生
が
二

人
い
る
状
態
で
始
ま

っ
た
練
習
ｃ
当
時
、

掲
げ
て
い
た
府
大
会
出
場
と
い
う
目
標
に

対
し
て
弱
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
私
だ
け

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
ｃ
思
う
よ
う
に
練

習
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
夏
休
み
の
分
を
取

り
戻
し
て
、
府
ド
大
会
へ
出
場
し
よ
う
と

決
意
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
は
、
毎
日
学

校
で
も
家
で
も
、
本
当
に
大
会
は
開
催
さ

れ
る
の
か
と
い
う
不
安
を
抱
き
な
が
ら
練

習
し
た
。
結
局
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
ビ
デ
オ
審
合
と
な
っ
た
が
、
見

事
、
両
丹
大
会
で
最
優
秀
賞
を
取
り
府
大

会

へ
の
出
場
権
を
捕
み
取
る
こ
と
が
で

き
、
達
成
感
と
や
る
気
に
満
ち
て
い
た
ｃ

府
大
会
ま
で
残
り
三
週
間
ほ
ど
で
さ
ら

に
芝
居
に
磨
き
を
か
け
た
か
っ
た
が
、
役

者
を

一
人
変
更
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。　
一
度
も
演
劇
を
し
た
こ
と
が
な
い

先
輩
が
や
る
こ
と
に
な
っ
た
．
役
者
の
変

更
、
三
人
中
二
人
は
初
め
て
の
舞
台
、
全

員
が
初
め
て
行
く
会
場
。
毎
日
不
安
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
な
が
ら
練
習
し
て
い
た
。
し

か
し
、
新
た
に

一
人
先
輩
が
音
響
を
担
当

し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
ｃ
こ
う
し

て
部
員
が
四
人
と
な
っ
た
演
劇
部
は
意
見

を
言
い
合
い
支
え
合
い
、
勢
い
の
ま
ま
本

番
を
迎
え
た
。
当
日
は
緊
張
は
し
て
い
た

が
同
時
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。
本
番
直

前
、
言
葉
に
で
き
な
い
感
情
を
表
す
よ
う

に
抱
き
じ
め
合
っ
た
ｃ
本
番
中
の
こ
と
は

あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
ｃ
た
だ
、
最
後
に

ネ
が
ド
リ
た
と
き
の
達
成
感
と
充
実
感
は

一
牛
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
私
た

ち
は
日
標
を
目
指
す
こ
と
す
ら
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
こ
そ
の
中
で
も
次
か
ら
次
に

新
し
い
日
標
を
見
つ
け
、
仲
間
と
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
点
が
部
活
動
の
良
さ
だ
と

大
会
を
通
じ
て
学
ん
だ
．
こ
れ
に
気
付
け

た
の
も
コ
ロ
ナ
禍
で
も
私
た
ち
の
や
り
た

い
こ
と
を
さ
せ
て
く
れ
る
先
生
や
家
族
の

お
か
げ
で
あ
り
、
今
だ
か
ら
こ
そ
学
べ
る

こ
と
を
人
事
に
し
て
い
き
た
い
こ

ｄ
Ｎ
一爾

鷺
Ｊ笏

演
　
劇

甕第74回近畿高等学校陸上競技対校選手権大会

佐古田 遊 (3年)男 子400m 出場
岸田 真弦 (2年)女 子走幅跳 出場
菫第54回近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
岸田 真弦 (2年)女 子走幅跳 5位入賞

■ 水 泳 部 1‖

華第44回全国 JO⊂ ジユニアオリンピックカップ
夏季水泳競技大会

山崎穂乃花 (3年) 200m平泳ぎ出場
鼈第75回近畿高等学校選手権水泳競技大会

山崎穂乃花 (3年)200m平泳ぎ、100m平泳ぎ出場
山崎  渚 (1年)200mバタフライ、

100mバタフライ出場

鼈=卓  球 部・ 靡

絋第75回近畿高等学校卓球選手権大会
●学校対抗

女子出場

文 化 票
靡・ 演 劇 部・ 瘍
京都府高等学校演劇大会両丹支部大会 最優秀賞
京都府高等学校演劇大会 優秀賞
京都府高等学校総合文化祭演劇部門 奨励賞

●

轟第5回近畿高等学校新人水泳競技大会

森兼 晴陽 (2年)50m背泳ぎ出場
永江 来聖 (1年)50mバタフライ出場
山崎  渚 (1年)100mバタフライ出場

体 育 孫
陸上 競 技 部 鑢

部 活 動 績


